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■ はじめに 

私たち公益社団法人松戸青年会議所は、「明るい豊かな社会の実現」を理想に掲

げ、このまち松戸において長きにわたり運動を展開してまいりました。その歩みは、

時代ごとの課題に対し常に地域の先頭に立って向き合い、挑戦を重ねてきた先輩諸兄

姉の情熱の積み重ねによって築かれてきたものであります。私たちが今ここに立ち、

未来を語ることができるのは、その歴史と伝統が脈々と受け継がれてきたからにほか

なりません。そして今、その歴史を受け継ぐ私たちには、先輩諸兄姉への深い感謝と

ともに次の時代を切り拓く責任が課されています。 

2027年度、松戸青年会議所は創立 60周年という大きな節目を迎えます。1968 年 8

月 17日に認承番号 381番として日本青年会議所に加入した私たちの歴史は、60 年の

歳月をかけてこのまち松戸とともに歩んできた軌跡です。50周年では外環道松戸区間

を活用した記念事業で松戸の魅力を市内外へ発信し、55 周年では格式ある記念式典と

インパクトある記念事業が志向されました。60周年に臨む私たちは、こうした先輩諸

兄姉の取り組みから真摯に学び、感謝と継承、そして次代への飛躍を両立させる一年

をつくらなければなりません。 

一方で、私たちを取り巻く社会環境は大きく変化しています。松戸市は、首都圏に

位置し都心への高いアクセス性を有しながらも、江戸川や坂川といった水辺空間、緑

豊かな自然環境、そして歴史と文化が融合する魅力あふれるまちです。しかし松戸市

の総合計画においても、生産年齢人口の減少と高齢者人口の増加が地域経営に影響を

与えること、空き家・老朽建築物の増加によるまちの景観悪化や地域活力の低下など

が課題として示されています。こうした変化は、もはや歯止めの効かない現実として

受け入れなければならない時代に差し掛かっています。問われるのはその「先」で

す。縮んでいく地域の中で、税収が減り公共サービスの維持が難しくなる中、誰がコ

ミュニティを守り、地域の共助を担い、次世代に何を残すのか。その問いから目を背

けることは、課題をそのまま子どもたちの世代へ先送りすることに他なりません。地

域社会の持続可能性を左右するこれらの問題は複合的に絡み合っており、今この時代

を生きる私たちこそが、正面から向き合わなければなりません。 

青少年においても地域と関わる機会の減少により社会参画意識の低下が見受けら

れ、将来を担う人材育成に課題が生じています。青年会議所においても他人事ではあ

むすび 



りません。我々松戸青年会議所では近年会員数純増を果たしておりますが、青年会議

所全体で見れば、会員数の減少や活動への参画意識の差、さらには理念理解の不足に

より、組織としての力を十分に発揮できていない現状があります。地域課題を解決す

る団体である我々自身が変わらなければ、まちに変化をもたらすことはできません。

課題を誰かのものとするのではなく、我々自身の問題として主体的に向き合い、行動

に移すことが今この時代に求められる青年会議所の姿であります。 

こうした時代だからこそ、青年会議所の存在意義はより一層高まっていると考えま

す。複雑化する地域課題は一人では解決できず、ひとつの組織だけでも変えることは

難しい。必要なのは、人と人を結び、世代と世代を結び、組織と地域を結ぶ力であ

り、青年会議所こそがその「結節点」となり得る存在です。志ある青年が英知と勇気

と情熱を持って、地域により良い変化を生み出していく運動体でなければなりませ

ん。 

だからこそ私は、2027年度のスローガンを「結」と定めます。ひとを結び、まちを

結び、未来へつなぐ松戸のために。この「結」という言葉には、単なるつながりでは

なく、意思を持って関係を紡ぎ、そのつながりを価値に変え、次代へ受け渡していく

決意を込めました。一人の想いを仲間の行動へ結び、一つの事業を地域の共感へ結

び、一年の運動を次代の松戸の価値へ結んでいく。人の成長を起点とし、つながりを

創出し、地域へと価値を還元するこの運動を、2027 年度において組織一体となって展

開してまいります。 

 

 

■ これまでの歩みと６０周年を結ぶ 

創立 60周年は、松戸青年会議所が 60年という長い歳月をかけてこのまちとともに

歩んできた、かけがえのない節目です。50周年では「今しかできない体験」を軸に松

戸の魅力を市内外へ発信し、55周年では格式ある式典と感動を与える記念事業が志向

されました。先輩諸兄姉がそれぞれの節目に込めた想いと工夫を受け継ぎながら、60

周年においては感謝・誇り・希望の三つを一体に織り込み、関わるすべての方々が

「松戸 JCがあってよかった」と心から実感できる場を創出するとともに、この歩みを

さらに次の世代へと力強くつないでまいります。 

 まずは、関係諸団体・先輩諸兄姉・同志である各地会員会議所の皆様への感謝を示

し、松戸青年会議所の 60 年の歴史と伝統を内外に示す創立 60周年記念式典を執り行

います。私たちの 60年は、現役会員だけで築かれたものではなく、先輩諸兄姉のたゆ

まぬ努力と地域の皆様のご理解・ご協力の積み重ねのうえにあります。だからこそ記

念式典は、単なる祝賀ではなく、その感謝を形にし、松戸青年会議所の歩みと存在意

義を改めて内外に示す場とします。格式を重んじつつも歴史を振り返り、未来を誓う

厳粛な式典とすることで、松戸 JCのこの先の継承へとつなげてまいります。 

そして、松戸市の発展は松戸駅を中心に築かれてきたという歴史的背景を踏まえ、

松戸駅周辺を舞台に各箇所を参加者が巡りながら、松戸の魅力・歴史・文化・人に触



れる創立 60周年記念事業を実施します。地域の商店、企業、市民団体、行政など多様

な方々がまちの魅力を届ける担い手として参画することで、参加者は地域で活躍する

人々の想いや歴史に触れながら、楽しみを通じて松戸を再発見することができます。

60 年という節目にこのまちの「これまで」を振り返り、「これから」の発展への想い

を市民とともに描くことで、世代を超えたつながりと松戸への誇りを生み出し、次の

60 年へと続くまちづくりへの礎を築いてまいります。 

これらの運動を通じて、60年の歴史に感謝し、先輩諸兄姉の志を受け継ぎながら、

次の時代へ確かな一歩を踏み出してまいります。過去から現在へ、現在から未来へと

途切れることなく続く松戸青年会議所の歩みを、この 60周年という節目においてさら

に太く、さらに力強くつないでいく。60年間途切れることなくつないできたこの歩み

こそが、スローガン「結」の体現であると確信し、60 年目の一ページを刻んでまいり

ます。 

 

 

■ 人を育て未来へ結ぶ 

 全国の青年会議所メンバー数は 1993 年のピーク時から現在ではその半数以下にまで

減少しており、拡大に力を入れる組織ほど在籍年数の浅いアカデミーメンバーの割合

が高まっています。入会から間もないメンバーが増える中で、JCという組織がどのよ

うな構造で動き、仲間がどのような役割を担い、活動を通じて何を得られるのかを十

分に理解できないまま日々の事業に参加しているケースも少なくありません。「JCと

は何か」「なぜ仲間と共に運動するのか」を自分ごととして理解する機会がなけれ

ば、参画は義務感にとどまり、仲間との絆も組織への愛着も育ちにくくなります。だ

からこそ、JCの組織と意義を楽しみながら学び、仲間の大切さに気づける場を創出す

ることが必要です。 

まずは、JCの組織構造・運動の意義・仲間との関わり方を、座学ではなく参加者全

員が能動的に動きながら楽しんで体感できる事業を実施します。チームで協力し合い

ながら JCという組織の面白さや奥深さを知っていく過程の中で、仲間の存在の大切さ

に自然と気づき、相互理解が深まります。「JCってこういうものか」「この仲間と一

緒に活動したい」という実感が生まれることで、主体的に関わりたいという意欲と組

織への愛着を育んでまいります。 

そして、JCでの学びや活動を通じて社業を成長させてきた経営者・実業家の話を聞

く機会を設け、青年会議所運動とビジネスの深い密接関係を感じる事業を実施しま

す。JC で培われたリーダーシップ・人脈・思考力・発信力が実際の経営や仕事の現場

でいかに活きているかを生きた言葉から学ぶことで、会員一人ひとりが JAYCEE として

のさらなる成長意欲を高め、JC活動と社業の両方でさらなる高みを目指す人財へと飛

躍してまいります。 

 さらに、入会間もない会員が青年会議所の文化・仲間・活動の意義に早期から馴染

み、組織に対する帰属意識と参画意欲を高めることができるよう、新入会員を対象と



した学びと対話の場を毎月継続的に設ける新入会員定例研修を推進します。新たに仲

間となった会員が早期から松戸 JCに馴染み、かけがえのない存在として根づいていけ

るよう、入会のたびに丁寧に寄り添ってまいります。 

 これらの運動を通じて、会員一人ひとりが JCで学ぶ意義を自らの言葉で語り、社業

においても人生においても一段上の成長を遂げることで、組織全体の活力が高まり、

志を同じくする仲間が集い続ける好循環が生まれます。その連鎖こそがスローガン

「結」を体現する組織への進化につながってまいります。 

 

 

■ 地域の未来を結ぶ 

 「このまちは、あなたにとって誇れるまちですか」――こう問われたとき、胸を張

って「そうだ」と答えられる市民がどれほどいるでしょうか。1974 年に松戸駅前に開

業し、ピーク時には年間売上高 336 億円を誇り松戸の中心市街地を象徴し続けた伊勢

丹松戸店が、2018 年に 43年の歴史に幕を下ろしました。閉店に際し当時の市長は

「中心市街地の活性化が行政課題」とコメントし、市内の商店街関係者は「地元の天

守閣がなくなった」と嘆きました。その後も松戸駅周辺では空きテナントの増加が続

き、かつての松戸のにぎわいを取り戻すことが地域の長年の課題となっています。ま

た、松戸市の高齢化率は 2020年時点で 26.0％に達しており、身体に不自由を抱える

方々が日常生活で直面するバリアは、当事者以外にはなかなか気づかれないまま残り

続けています。行政だけの取り組みでは限界がある中で、私たち青年会議所が市民・

商店・企業・団体をつなぐ結節点となり、このまちに誇りとにぎわいを取り戻す運動

を今こそ展開してまいります。 

 まずは、地域に暮らす多様な人々が安心して生活できるまちの実現に向けて、市民

が当事者意識を持って地域課題と向き合い、行政・市民・各種団体が連携しながら共

に解決へと歩みを進める事業を実施します。普段の生活では気づくことのできない他

者の不便さや困難を、自らが体験を通じて発見し、まちの中に潜む課題を「見える

化」することで、異なる立場や境遇への理解と共感を深めます。そうして市民の目線

から集められた気づきを整理し、行政や地域の関係機関と共有することで、改善への

具体的なアクションへとつなげていきます。一人ひとりの小さな気づきが地域を動か

す力となり、支え合いの意識が地域全体に根づくことで、誰一人取り残されないまち

へとつながる土壌を育んでまいります。 

そして、地域の市民・商店・企業・団体・行政が一体となって松戸のまちに活気と

人の流れを生み出す、インパクトある地域にぎわい創出する事業を実施します。参加

者が受け身にとどまらず、企画・発信・運営の担い手として関わることのできる設計

とし、地域の人々が「自分たちのまちを自分たちで盛り上げる」という当事者意識と

誇りを育む場を創出します。その熱気と感動が口コミや発信を通じて広がり、松戸を

「また来たい、ここに住みたい」と感じてもらえるまちとしてのブランド価値を高め

ていくことで、人と人が交わるにぎわいの連鎖をつくってまいります。 



これらの運動を通じて、市民が「誰かの不便」を自分ごととして捉え行動を起こす

共生の意識と、まちを愛し自ら動く人々の輪が地域全体に広がることで、松戸を「誰

もが暮らしやすく、誰もが誇りを持てるまち」へと育ててまいります。スローガン

「結」が示す、ひとを結びまちを結ぶ運動を、地域の現場から体現してまいります。 

 

 

■ 子どもの未来を結ぶ 

松戸市が令和 5年度に実施した子ども・子育てに関するアンケート調査では、小学

5 年生の 83.5％が「将来の夢がある」と回答している一方、「自分のことが好き」と

答えた割合は 60.6％にとどまっています。夢や理想を持ちながらもそれを行動へと結

びつける自己効力感が十分に育っていないというこの現実は、子どもたちがたくまし

く育つための体験の場が失われつつあることを示しています。さらにスマートフォン

やデジタル機器の普及により身体を動かし直接人と関わり合う体験の絶対量が年々減

少しており、仲間と汗をかきながら何かを成し遂げる経験の不足が、挑戦する力や協

調性、慣れない環境への適応力を弱めています。変化の激しい時代だからこそ、学校

や家庭だけの問題として捉えるのではなく、地域全体の課題として捉え、私たち松戸

青年会議所だからこそできる機会を子どもたちに提供してまいります。 

 まずは、子どもたちが身体と心の両方を全力で使い、挑み競い合う中で、努力する

ことの尊さと達成感を全身で味わう事業を実施します。勝ち負けではなく、子どもた

ちが礼節を学び、自分の限界に挑む覚悟を養います。真剣に向き合う相手がいるから

こそ、己の弱さを知り、乗り越えようとする力が生まれます。「できた」という小さ

な成功体験を丁寧に積み重ねる仕掛けを設けることで、自分への信頼を育み、挑戦す

ることを恐れない子どもたちの人間としての器を広げてまいります。これにより、子

どもたちの自己効力感を高め、スローガン「結」が示す仲間と結び合う力の土台を形

成してまいります。 

 そして、日常の生活環境から一歩踏み出し、親元を離れて仲間と寝食をともにしな

がら、自然の中で自ら考え行動する事業を実施します。松戸市は利便性の高い都市環

境に恵まれている一方で、子どもたちが不便さや困難と向き合い、自力で乗り越える

経験を積む機会は決して多くありません。慣れない環境に身を置き、仲間と助け合い

ながら物事を成し遂げる体験は、普段の生活への感謝の気持ちを芽生えさせ、自分以

外の誰かを思いやる心と、困難の中でこそ発揮される協調性と主体性を育みます。日

常の当たり前から離れることで初めて気づく人とのつながりの温かさを体感すること

で、子どもたちが感受性豊かな人間へと成長し、スローガン「結」が示すひとを結ぶ

力を身をもって学んでまいります。 

 これらの運動を通じて、子どもたちが挑戦することの喜びと、人と協力することの

大切さを全身で体感し、豊かな人間性の土台を形成することで、将来このまちを支え

る担い手へと着実に育まれていきます。子どもたちの成長を支える運動を通じて、大

人自身もまた地域の未来に責任を持つ当事者としての意識を高め、世代を超えた地域



へのまなざしが育まれていきます。未来を創るのは、今を生きる子どもたちです。そ

の純粋な可能性を信じ、白にも黒にも染まる子どもたちのために道標となるべく、ス

ローガン「結」を体現する青少年育成運動を展開してまいります。 

 

 

■ 組織の未来を結ぶ 

青年会議所はその字の通り、会議にてすべての事業を決定していきます。理事会・

総会をはじめとする諸会議が予定通りかつ円滑に進むことではじめて、他のすべての

委員会が事業構築にかける時間を生み出し、運動を計画通りに展開していくことがで

きます。諸会議が滞れば意思決定が遅れ、記録が不十分であれば組織の継続性は失わ

れ、規程が守られなければ信頼は損なわれます。だからこそ、上程スケジュールの管

理・議案書と議事録の適正な作成・保管・予算と決算の透明な執行・各種規程の整備

と遵守を徹底することで、組織の健全な運営を支え、見えないところから松戸青年会

議所の運動全体を結んでまいります。 

本年度は、理事会・総会など諸会議の適正かつ円滑な進行を確保するとともに、議

案書・議事録の作成・保管を徹底し、組織の意思決定プロセスの透明性を高めてまい

ります。また、年間スケジュールの一元管理と各委員会との情報共有を密に行うこと

で、全会員が迷いなく活動に専念できる環境を整えてまいります。60 周年という節目

にあたり、歴史的な記録を丁寧に残すことも重要な使命のひとつです。 

会費・予算・決算の管理においては、公益社団法人にふさわしい透明性と正確性を

堅持し、財政規則審査の担当と連携しながら適正な執行管理を行ってまいります。ま

た、各種規程・内規の整備と遵守状況の確認を通じて、組織の規律を守り、すべての

会員が安心して活動できる秩序ある組織風土を醸成してまいります。 

組織の下支えとして、スローガン「結」が示すように、組織のすべての委員会・事

業・会員を見えないところでつなぎ、支え続ける存在が必要です。華やかな舞台に立

つことはなくとも、一つひとつの管理業務を丁寧に積み重ねることが委員会間の信頼

を「結び」、組織全体を強くします。その日々の誠実な積み重ねこそが、松戸青年会

議所の一年を確かなものにし、次年度へとつながる組織の礎を築いてまいります。 

 

 

■ 輪を広げ未来を結ぶ 

青年会議所は単年度制であり、毎年役割が変わり事業運動が展開されていきます

が、毎年変わらずに継続されていることは会員拡大です。これは「青年会議所は、青

年が社会により良い変化をもたらすための発展と成長の機会を提供する」目的がある

からこそです。松戸青年会議所においては近年会員数純増を果たしており、この勢い

をさらに加速させ、一人でも多くの仲間を迎え入れることが組織の活力を高め、地域

への影響力を広げることに直結します。会員の拡大は、単に頭数を増やすことではな

く、多様な視点と情熱を組織にもたらし、運動そのものをより豊かにすることです。



現会員一人ひとりが「仲間を誘う」意識を高く持ち、松戸 JC の魅力を自らの言葉で伝

えられる状態をつくるとともに、入会後に早期から活躍できる受け入れ体制を整える

ことで、拡大と定着の両輪を力強く回してまいります。JCへの入会は、個人の成長と

地域貢献の両立という他では得難い機会です。その価値を広く伝え、組織全体で新た

な仲間を迎え入れる文化を醸成してまいります。 

 

 

■ 健全な組織運営のために 

 私たちメンバーの会費や日頃よりご支援いただいております賛助会員の皆様からい

ただいたお金によって、私たちの事業運動はすべて成り立っております。そのように

貴重なお金であるからこそ、適切に使われているかどうかを検証し、監査・監督して

いく必要があります。公益社団法人としての高い透明性と信頼性を堅持するため、全

ての事業・活動が定められた規則のもとで適正かつ効率的に執行されているかを検証

し、必要に応じて改善提言を行うことで組織運営の透明性と公正性を高めてまいりま

す。各委員会が財政的な視点を持って事業設計を行えるよう支援し、限られた資源を

最大限に活かす運営を推進するとともに、60周年という節目の年において過去から積

み重ねてきた財政規律を継承し、次年度以降に向けた持続可能な財政基盤の確立に貢

献してまいります。 

 

 

■ 松戸青年会議所の運動を届ける 

 私たちの運動を松戸市民の方々はどのくらいご存知でしょうか。どれほど良い運動

を展開しても、知られなければ何も無い状態と同じです。認知される数は力となり、

力が増せばより大きな事業運動を展開できます。だからこそ、私たちの活動をたくさ

んの方々に知っていただく必要があります。2026 年度に整備された広報マニュアルの

成果を引き継ぎながら、SNS・ホームページ・各種媒体を通じた情報発信の質と頻度を

高め、各事業の意義や成果をリアルタイムで届けることで地域の皆様との接点を広げ

てまいります。また、会員一人ひとりが広報意識を持ち、日常の活動を通じて JC の魅

力を発信できる文化を育むとともに、行政・地域団体との連携を通じて松戸 JC のブラ

ンド価値を高めてまいります。60周年という節目の年において、松戸 JC のこれまで

の歩みと未来への希望を広く届ける橋渡し役を担ってまいります。 

 

 

■ 国際との友情を結ぶ 

青年会議所の活動は、LOM での運動はもちろんのこと、千葉ブロック協議会、関東地

区協議会、日本青年会議所、そして JCIと、その活動の場は国内外に広がっていま

す。出向を通じて LOMを超えた地域のメンバーとの出会いを広げることで、普段とは

異なる視野や考え方に触れ、自らの成長へとつなげることができます。JCIをはじめ



とする国内外の青年会議所との連携を深め、会員が海外の会員会議所と交流する機会

を創出するとともに、世界各地の青年会議所の取り組みに触れる場を設けてまいりま

す。多様性への理解を育み、国籍や文化の違いを超えて人と人がつながることの喜び

と豊かさを体感することで、会員の視野を広げるとともに、スローガン「結」が示す

「ひとを結ぶ」精神を国際的な場においても体現してまいります。 

 

 

■ 行政や関係諸団体へ想いを伝える 

 私たちの事業運動は、行政の皆様をはじめ松戸をより良くしていくために精力的に

活動されている関係諸団体の皆様、また私たちの同志であります各地会員会議所メン

バーの皆様の多大なるご支援ご協力のおかげで成り立っております。だからこそ、日

頃の感謝はもちろんのこと、行政・経済界・各種団体・先輩諸兄姉をはじめ松戸青年

会議所を支えてくださる皆様をお招きし、一年間の運動への決意を示すとともに相互

の友誼を深める場を創出します。2027 年度は創立 60 周年という特別な年であること

を踏まえ、例年以上に格調高く、参加者全員が松戸 JC の運動への共感と期待を持って

帰路につけるような祝賀会を目指してまいります。理事長所信の発表をはじめ来賓の

皆様へのご挨拶、60周年への思いを込めたメッセージを通じて本年度の運動への理解

と協力を呼びかけ、松戸青年会議所がこの地域にとってなくてはならない存在である

ことを改めて示す場として、心を込めて準備・運営してまいります。 

 

 

■ むすびに 

 「結」という言葉には、糸と糸をつなぐ意味があります。一本の糸は細くても、結

ばれることで強くなり、しなやかになり、長く続いていきます。人も同じです。一人

の力には限界があっても、仲間と結ばれ、地域と結ばれ、未来への想いと結ばれるこ

とで、思いもよらぬ大きな力を発揮することができます。青年会議所は、そうした結

び目をつくる場であり、結び目を守る場であり、そして新たな結び目を生み出し続け

る場でなければなりません。 

 青年会議所の一年は短く、だからこそ尊いものです。私たちは、その一年を「点」

で終わらせるのではなく、人を育て、地域を動かし、次年度へ・次世代へと連なって

いく「線」として積み重ねていかなければなりません。運動とは事業の数ではなく、

その事業を通じて人がどう変わり、地域がどう動いたかによって測られるものです。

だからこそ、一つひとつの事業に本気で向き合い、会員一人ひとりが自分ごととして

運動に関わり続ける一年をつくってまいります。 

2027年度、私は理事長として、この松戸青年会議所に集うすべての会員とともに、人

を結び、まちを結び、未来へとつながる運動を展開してまいります。会員の成長を結

び、子どもたちの可能性を結び、地域の人々をつなぐ活動を積み重ね、組織の信頼と

品格を結び、60年の歴史と次代への希望を結んでいく。その一つひとつの積み重ね



が、やがて松戸の明るい豊かな社会の実現へとつながっていくと、私は確信していま

す。松戸青年会議所が、誰かのためではなく、このまちの当事者として行動する青年

の集まりであり続けるために。 

 

人が変われば、組織が変わる。 

組織が変われば、地域が変わる。 

 

 その変化の起点となるのは、他でもない我々自身です。先輩諸兄姉が築かれた歴史

に敬意を払い、支えてくださる関係諸団体・地域の皆様への感謝を胸に、仲間ととも

に、地域とともに、ひとを結び、想いを結び、行動を結び、明るい豊かな社会の実現

へ向けて、覚悟を持って一年間の運動を展開してまいります。 

 

結。ひとを結び、まちを結び、未来へつなぐ松戸のために。 


